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 要  旨 
 画像マッチングは、画像処理において物体認識、建物のパノラマガイダンス、自動監視、ナビ
ゲーション、ロボットビジョンの基礎技術として広く利用されている。画像の特徴抽出は画像マ
ッチングにとって重要な役割を果ている。対応点探索による画像のマッチング、特定画像を用い
た物体認識、画像分類、特徴点追跡などに応用されている。画像マッチングを行う場合にスケー
ル変化と照明変化との条件のもとで、特徴を抽出できるSIFT (Scale Invariant Feature Transform) 手法が
注目されている。しかし、多様に変化する自然画像をマッチングする場合などでは特徴抽出精度
の改善が望まれる。 
 本研究では、LBP (Local Binary Pattern) 法を改良して SIFT 法と統合し、高い精度で安定した画
像の特徴を抽出する手法を提案する。LBP 法はテクスチャ分類に適している。実験によって LBP
法が画像から安定な特徴を抽出でき、照明変化等の影響に頑健であることが判明した。上述の特
性に基づいて、LBP 法を利用して入力画像の特徴を強調して抽出し、LBP 法を SIFT 法と統合し
て画像のマッチングを行う方式を提案する。 
 従来のLBP法を利用して抽出した特徴点は画像の回転変化に頑健性が欠けている。本研究では、
LBP 法を画像回転に頑健な手法に改良した。また、従来の LBP 法と異なり、本研究では LBP 記
述子に利用された補間法のかわりに画素のサンプリング値を利用して計算量を軽減できると同時
に、提案法がより簡単な計算で高い精度で特徴を抽出できる。 
 実験結果により、提案法が画像の回転、スケール変化、照明変化等に頑健であることと、SIFT 法より
マッチング精度が大幅改善したことを示している。 
 なお、本研究の成果として、2012 年 2 月に行われる VISIGRAPP 2012 (7th International Joint 
Conference on Computer Vision, Imaging and Computer Graghics Theory and Applications) という国
際会議に論文を投稿し、採録された。 
 
